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○京丹後市表彰条例施行規則 

平成１６年７月７日 

規則第１８７号 

改正 平成２１年７月２７日規則第２７号 

平成２６年３月３１日規則第１２号 

令和４年３月３１日規則第３３号 

目次 

第１章 総則（第１条） 

第２章 自治功労者等審査委員会の組織、会議等（第２条―第８条） 

第３章 表彰に係る手続（第８条の２―第１２条） 

第４章 礼遇の停止及び廃止（第１３条―第１６条） 

第５章 補則（第１７条・第１８条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、京丹後市表彰条例（平成１６年京丹後市条例第２４１号。以下「条例」

という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

第２章 自治功労者等審査委員会の組織、会議等 

（自治功労者等審査委員会の委員の選考） 

第２条 市長は、条例第１７条の規定による京丹後市自治功労者等審査委員会（以下「審査

委員会」という。）の委員の委嘱に当たっては、学識及び人格ともに真に委員としてふさ

わしい者の中から選ばなければならない。 

（審査委員会の会長及び副会長） 

第３条 審査委員会に会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選とし、任期は委員の任期によるものとする。 

３ 会長は、審査委員会を代表し、副会長は、会長に事故があるときこれに代わる。 

（審査委員会の招集） 

第４条 審査委員会は、会長がこれを招集する。 

（会議の定足数） 

第５条 審査委員会は、委員定数の３分の２以上の委員が出席しなければ会議を開くことが

できない。 
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（議事の決定及び秘密会） 

第６条 審査委員会の会議は、秘密会を原則とし、議事の決定は表決によらないで合議によ

るものとする。 

（記録の作成及び保管） 

第７条 会長は、次条に定める書記をして次に定める事項について、記録させなければなら

ない。 

(1) 会議の開催年月日 

(2) 出席及び欠席委員の氏名 

(3) 会議に付した事件の内容と結果の概要 

(4) 前３号に掲げるもののほか、会長の指示した事項 

２ 前項の記録は、会長が保管する。 

（書記） 

第８条 審査委員会の書記は、庶務担当課の職員が行う。 

第３章 表彰に係る手続 

（被表彰候補者の推薦） 

第８条の２ 条例第６条の規定により自治功労者、功績者及び善行者を推薦しようとする者

は、自治功労者等推薦書（様式第１号）を作成し、市長に提出しなければならない。 

（調書の作成） 

第９条 市長は、条例第３条から第５条までの規定に該当する者があるとき及び前条の規定

により推薦された者があるときは、その者につき、自治功労者等資格調書（様式第２号。

以下「資格調書」という。）を作成し、審査委員会に送付しなければならない。 

（審査委員会の答申） 

第１０条 審査委員会は、前条の規定により資格調書の送付を受けたときは速やかに会議を

開き、条例の規定に基づき厳正にその資格について審査し、及び自治功労者等資格審査に

関する答申書（様式第３号）を作成の上、市長に提出しなければならない。 

（議会の同意） 

第１１条 市長は、条例第７条の規定により議会の同意を得ようとするときは、前条の答申

書の写しを添えなければならない。 

２ 条例第７条ただし書の規定による場合は、資格調書の写しを添えなければならない。 

３ 市長は、条例第１５条第２項の規定により議会の同意を得ようとするときは、第１４条

の答申書の写しを添えなければならない。 
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（表彰名簿） 

第１２条 条例第９条の表彰名簿の様式は、様式第４号とする。 

第４章 礼遇の停止及び廃止 

（自治功労者の礼遇停止） 

第１３条 市長は、条例第１５条第４号の規定により自治功労者の礼遇を停止するときは、

あらかじめ自治功労者礼遇停止に関する調書（様式第５号。以下「停止に関する調書」と

いう。）を作成し、これを審査委員会に送付してその意見を聴かなければならない。 

第１４条 審査委員会は、前条の規定により停止に関する調書の送付を受けたときは、速や

かに会議を開き、その内容について厳正に審査し、及び自治功労者礼遇停止に関する答申

書（様式第６号）を作成の上、停止に関する調書とともに市長に提出しなければならない。 

（礼遇の停止、廃止及び復活の通知） 

第１５条 市長は、礼遇を停止若しくは廃止した者又は礼遇の停止を復活した者があるとき

は、速やかにその者に対し、自治功労者礼遇停止・廃止・復活通知書（様式第７号）を作

成し、これを送付して通知するものとする。 

（礼遇の停止、廃止及び復活事項の名簿への登録） 

第１６条 市長は、前条の規定により礼遇の停止若しくは廃止又は復活に関する通知書を送

付したときは、当該者に係る表彰名簿にその旨を登録するものとする。 

第５章 補則 

（弔慰金） 

第１７条 条例第１４条の弔慰金は、京丹後市慶弔規程（平成１６年京丹後市訓令第４号）

の定めるところによる。 

（その他） 

第１８条 この規則に定めるもののほか、自治功労者等の表彰に関し必要な事項は、市長が

別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２１年７月２７日規則第２７号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２６年３月３１日規則第１２号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（令和４年３月３１日規則第３３号） 
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（施行期日） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の京丹後市表彰条例施行規則の規定による用紙で、現に残存する

ものは、当分の間、所要の修正を加え、使用することができる。 
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様式第１号（第８条の２関係） 

様式第２号（第９条関係） 

様式第３号（第１０条関係） 

様式第４号（第１２条関係） 

様式第５号（第１３条関係） 

様式第６号（第１４条関係） 

様式第７号（第１５条関係） 

 


